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㸯㸬ᖹ成 「」 ᖺ度ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ技術協会学術講演会1････････････         ࣒ࣛࢢࣟࣉ 

㸰㸬講演論文 。各㸰頁) 

    「沢1 ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢᮦࡢ機能性           ･････････････････････････････「 

    明治大学 当舎 勝次 

    「沢「 ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ用㧗硬度ＣＣ㹕投射ᮦࡢ開発           ･･････････『 

                       新東工業。株) 後和大輔㸪小林 祐次㸪㎷ 俊成㸪伊藤 俊朗 

    「沢」 ࢽ࣮ࣆンࢸࢫࡿࡼ࡟ࢢンࣞࢫ鋼 ８：８」16１  検証 ･････････6ࡢ裂進展抑制効果ࡁ疲労ࡢ

                                  東໭大学大学院生 ෆ藤 暁馬㸪㧗桑 脩 

                                        東໭大学大学院 祖山 均         

  「沢『 微粒子ࢽ࣮ࣆン࡚ࡗࡼ࡟ࢢ改質ࢀࡉた ８：J「 ෇ᯈࡢ転ࡾࡀ疲労特性 ･･･････････････8 

                                          ྡ城大学大学院生 岩瀬 広寛 

                                               ྡ城大学 宇佐美 初彦 

                                  㹇㹉㹉ࢩョࢺࢵ。株) 安藤 正文 

  「沢』 ࣐ࢩࣟࢡ࢖ョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࡢࢢ熱特性改善へࡢ適用ྍ能性     ･･････････････10 

                                             ྡ城大学大学院生 駒⏣ 望 

                                   㹇㹉㹉ࢩョࢺࢵ。株) 安藤 正文 

                                               ྡ城大学 宇佐美 初彦 

                              ྡྂ屋工業大学 岩ᮏ 雄஧ࠊᮏ多 ἑ雄 

㸱㸬研究論文 

    」沢1 ᯈࡢࡡࡤෆ部破壊条件                     ･･････････････････････1「 

                                           日ᮏ発条。株) 丹ୗ ᙲ 

㸲㸬解説 

『沢1 ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ加工層㸸測定値ࡢ意味18････････････････         ࡢࡶࡿࡍ 
    明治大学 当舎 勝次 

㸳㸬情報 

    』沢1 「011 ᖺ度日ᮏࡡࡤ学会総会ཬࡧ春季定例行஦                ････････････「6 

    』沢「 第 11 回ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ国際会議 。．（８５11)               ････････････「8 

    』沢」 第 」 回࣮ࣞࢽ࣮ࣆ࣮ࢨンࢢ国際会議                       ････････････」1 

㸴㸬会告 

    6沢1 第 』 回ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢワ࣮ࢩࢡョࣉࢵ開催報告               ････････････」「 

    6沢「 ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ関連行஦カࣞン࣮ࢲ                    ････････････」」 

㸵㸬ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ関係論文概要㸦J８９５せつＸ㸧「010沢1「 ～「011沢」    6「 論文     ･･････」『 

㸶㸬広告㸦6社㸧 
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㸯㸬第 11 回ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ国際会議特集ྕ࡟あた1･････                         ࡾ 

     技術協会会長 当舎勝次ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ              

㸰㸬研究論文。㸷頁) 

  2.1 各種表面改質を施ࡋた試験片ࡢ曲ࡆ疲労限度࡟ཬぼࡍ硬࡜ࡉ 

ṧ留応力ࡢᙳ響                                                   ･･････2 

      いࡍゞ自動車。株) ᯇ井 勝幸 

       㹈㹄㹃条鋼。株) 福岡 和明 

㸱㸬第䠍䠍回䝅ョッ䝖䝢䞊䝙ン䜾国際会議。．（８５11)発表論文概要和訳        ････････11 

    㻝㻚䝢䞊䝙ン䜾技術䚸            㻞㻚䝰䝕䝸ン䜾䚸              㻟㻚残留応力測定 

㻠㻚疲䜜䞉破損䞉修復䚸    㻡㻚コロ䞊䝆ョン䚸   㻢㻚残留応力 

       㻣㻚各種䝢䞊䝙ン䜾技術䚸 㻤㻚䜿䞊䝇䝇䝍䝕䜱䚸 㻥㻚䝖䝷䜲ボロ䝆䞊  

㸲㸬情報 

    4.1 第 11 回ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ国際会議࡟参加31･･････                   ࡚ࡋ 

  4.2 日ᮏࡡࡤ学会 ࡡࡤཬࡧ᚟元力応用講演会࠾知39････････････              ࡏࡽ 

㸳㸬会告 

    5.1 ᖹ成 23 ᖺ度総会報告஦㡯                ････････････････････････････････40 

        1 ᖹ成 23 ᖺ度総会議஦録 

        2 ᖹ成 22 ᖺ度஦業報告 

        3 ᖹ成 22 ᖺ度決算書 

        4 ᖹ成 23 ᖺ度஦業計画 

        5 ᖹ成 23 ᖺ度予算 

        6 ᖹ成 23 ᖺ度 24 ᖺ度役員 

        7 法人会員。25 社) 

        8 個人会員。76 ྡ) 

        9 ᖹ成 23 ᖺ度 24 ᖺ度役員。会長ࠊ副会長ࠊ常任理஦ࠊ理஦ࠊ監஦)ྡ簿 

    5.2 ᖹ成 23 ᖺ度第㸯回常任理஦会議஦録                             ･･･････････52 

    5.3 第 6 回ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢワ࣮ࢩࢡョࣉࢵ開催࠾ࡢ知53･･･････                         ࡏࡽ 

    5.4 NASCO 社࡟ࡧࡽ࡞ NMMI 社工場見学記                           ･････････55 

   5.5 ᖹ成 23 ᖺ度ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ関連஦業カࣞン56･････････                ࣮ࢲ 
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 技術協会 会長 当舎 勝次ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ

㸰㸬研究論文  

  「沢1 応力集中部ࡁ࡟裂を᭷ࡡࡤࡿࡍ鋼ࢩࡢョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࡿࡼ࡟ࢢ疲労限度 
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                                           小山工業㧗等専門学校 ໭條 恵ྖ 

横浜国立大学大学院 㧘橋 宏治ࠊ安藤 柱 

㸱㸬第 11 回ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ国際会議。ICSP11)発表論文概要和訳(2/2)    ･････････11 

 ࠊṧ留応力測定.3     ࠊࢢンࣜࢹࣔ.2     ࠊ技術ࢢンࢽ࣮ࣆ.1        

    4.疲ࢀ･破損･修᚟5     ࠊ.コ࣮ࣟࢪョン6     ࠊ.ṧ留応力ࠊ 

      7.各種ࢽ࣮ࣆンࢢ技術࢖ࣛࢺ.9 ࠊ࢕ࢹࢱࢫࢫ࣮ࢣ.8 ࠊボ࣮ࣟࢪ   
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    4.4 (公社) 砥粒加工学会ࣜࣂ取ࡾ加工࣭研磨ᕸ⣬加工技術専門委員会      ･･･････････38 
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     5.4 セ࢖コ࣮࢖ンࣝࢶࢫ株式会社(SII)㧗塚஦業所見学記            ･･････････45 
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㸯㸬ᖹ成 24 ᖺ度ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ技術協会学術講演会1･･･････････       ࣒ࣛࢢࣟࣉ 

㸰㸬講演論文  

 一考察 ･････････････････････2ࡢい࡚ࡘ࡟ṧ留応力値ࡢ加工面ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ 2.1    

    明治大学 当舎 勝次 

    2.2 浸炭鋼ࡢ曲ࡆ疲労限度࡟ཬぼࡍ硬࡜ࡉṧ留応力ࡢᙳ響         ･･････････4 

                                 いࡍゞ自動車(株) 山⏣明徳ࠊᯇ井勝幸  

 たࡋを施ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ࡜ࢢンࢽ࣮ࣆョンࢩ࣮ࢸࣅࣕ࢟ 2.3  

     ྠ一表面粗ࡿࡅ࠾࡟ࡉ浸炭硬໬࣮ࣟࣛࡢ疲労強度           ･･････････････6 

                                               岡山大学大学院 關 正憲 

                                          東໭大学大学院 祖山 均         

                                新東工業(株) 小林 祐次ࠊ後和 大輔 

                                              岡山大学大学院 藤井 正浩 

 8･････････････････････  (い࡚ࡘ࡟ᨺ熱特性) 機能性ࡢ加工面ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ 2.4    

明治大学 ୖ妻章仁ࠊ当舎 勝次 

  2.5 陽電子消滅法ࡢࡳࡎࡦࡿࡼ࡟評価                   ･･･････････････10 

                                      東洋精鋼(株) 服部 兼久ࠊ渡邊 ྜྷ弘 

                                (独)産業技術総ྜ研究所 小林 慶規ࠊ山脇 正人 

㸱㸬研究論文 

 関係           ･･････････････12ࡢ࡜ṧ留応力ࡢ浸炭鋼࡜粒径ࢺࢵョࢩ࡜ࢺ࢖ࣁࢡ࣮࢔ 3.1    
                                 いࡍゞ自動車。株) ᯇ井 勝幸ࠊ山⏣ 明徳  

㸲㸬情報 

    4.1 2012 ᖺ度日ᮏࡡࡤ学会総会ཬࡧ春季定例行஦                 ･･･････････21 

㸳㸬会告 

    5.1 訃報 ᮏ会ྡ誉会長 故廣瀬正ྜྷඛ生                   ･･･････････23 

    5.2 第 6 回ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢワ࣮ࢩࢡョࣉࢵ開催報告             ･･･････････24 

 25････････････                 ࣮ࢲ関連行஦カࣞンࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ 5.3
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㸯㸬研究論文 

  1.1 浸炭鋼ࡢపࣝࢡ࢖ࢧ衝撃疲労強度࡟ཬぼࢩࡍョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࡢࢢᙳ響      ･･････1 

            いࡍゞ自動車。株) ᯇ井 勝幸 

             㹈㹄㹃条鋼。株) 福岡 和明 

横浜国立大学 㧘橋 宏治 

1.2 ᯈࡢࡡࡤෆ部破壊条件                   ･･････････････････････････････････8 

日ᮏ発条。株) 後藤 ⏤利香ࠊ山ᮏ屋 健஧ࠊ丹ୗ ᙲࠊ栗ᮏ 清   

                         愛知製鋼。株) 杉ᮏ 淳 

㸰㸬情報  

2.1 日ᮏࡡࡤ学会 ࡡࡤཬࡧ᚟元力応用講演会開催࠾ࡢ知14･･････                 ࡏࡽ 

(2012 ᖺ度 日ᮏࡡࡤ学会 秋季定例講演会) 

  2.2 日ᮏ塑性加工学会関西支部第 25 回技術研修会  

 15･･･････                ࡏࡽ知࠾ࡢい࡚ࠖࡘ࡟塑性加工技術ࡿࡅ࠾࡟製品ࡡࡤࠕ

㸱㸬会告 

3.1 ᖹ成 24 ᖺ度総会報告஦㡯                    ････････････････････････････････16 

        1 ᖹ成 24 ᖺ度総会議஦録 

        2 ᖹ成 23 ᖺ度஦業報告 

        3 ᖹ成 23 ᖺ度決算書 

        4 ᖹ成 24 ᖺ度஦業計画 

        5 ᖹ成 24 ᖺ度予算 

        6 役員ྡ簿 

7 法人会員ྡ簿。27 社) 

        8 個人会員ྡ簿。73 ྡ) 

    3.2 ᖹ成 24 ᖺ度第㸯回理஦会議஦録                              ･･･････････26 

  3.3 ᖹ成 24 ᖺ度第㸯回常任理஦会議஦録                              ･･･････････28 

3.4 鉄鋼ᮦ料ࡢ熱処理࡜表面硬໬࡟関ࡿࡍ講習会開催࠾ࡢ知30･･･････             ࡏࡽ 

3.5 第 7 回ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢワ࣮ࢩࢡョࣉࢵ開催࠾ࡢ知32･･････               ࡏࡽ 

 コ株式会社工場見学記                               ･････････34ࢺࣖࢪ 3.6 
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 技術協会 会長 当舎 勝次ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ

㸰㸬研究論文  

  2.1 浸炭鋼ࡢ曲ࡆ疲労限度࡟ᑐࢩࡿࡍョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࡢࢢ効果      ････････････････2 
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㸱㸬情報 
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㸲㸬会告 

    4.1 ᖹ成 24 ᖺ度第 2 回常任理஦会議஦録                 ････････････････････････12 

    4.2 第 7 回日ᮏࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢワ࣮ࢩࢡョࣉࢵ開催࠾ࡢ知14････               ࡏࡽ 
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⇝ョットピーニング ⇝ンポ⇞ウム 2010 
≋最新のピーニング技術と測定技術≌ 

 

主  催 ： 䝅ョッ䝖䝢䞊䝙ン䜾技術協会 

日  時 ： ᖹ成 㻞㻞 ᖺ 㻝㻞 月 㻥 日 㻔木㻕 㻝㻟 㻦 㻜㻜 ～㻝㻣 㻦 㻜㻜 

会  場 ： 明治大学 駿河台校舎 䜰䜹䝕䝭䞊コ䝰ン䠎階 Ａ䠑䞉Ａ䠒室 

 
 

ྖ 会㸸いࡍゞ自動車株式会社 車両審査実験部 工学博士 ᯇ井 勝幸 

 1」野00 挨 拶 ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ技術協会 会長  工学博士  當舎勝次 

1」野10 

～ 

1」野『0 

題  ྡ レー䝄ー䝢ー䝙ン䜾䛻䜘䜛疲労き裂の進展抑制 䠉放射光ＣＴ䛻䜘䜛確認䠉 

講演者 株式会社東芝 電力࣭社会࣒ࢸࢫࢩ技術開発セン࣮ࢱ 技監 佐㔝雄஧ 

概  要 

８５Ｗじ寿ざ没8ࡢ㧗࢚࣮ࢠࣝࢿᨺ射ගを使用ࡋた断層撮ᙳ。（９)ࡾࡼ࡟㸪࣒࢘ࢽ࣑ࣝ࢔

ྜ金A（『（－回転曲ࡆ疲労試験片࡟生ࡌた微細࡞疲労ࡁ裂ࡢ㸱次元的࡞形状をྍ視

໬ࡋた㸬ࡲた㸪ࡢࡇ技術を使用࡚ࡋ疲労ࡁ裂ࡢ進展ࡢ様子を非破壊࡛観察࡜ࡿࡍ

 た㸬ࡋ進展抑制効果を確認ࡢ裂ࡁ疲労ࡿࡼ࡟ࢢンࢽ࣮ࣆ࣮ࢨ㸪࣮ࣞ࡟ࡶ࡜

1」野『0 

～ 

1『野10 

題  ྡ 簡易䜹バレー䝆測定器の提案 

講演者 東洋精鋼株式会社  技術開発ࣉ࣮ࣝࢢ 部長 服部兼久 

概  要 

一般的࡞カࡢࢪ࣮ࣞࣂ測定ࡣ㸪拡大鏡を用いた目視࡛ࡢࡶࡿࡼ࡟あࡾ㸪測定精

度ࡣ࡟個人差ࡀ࡝࡞あࡾ客観的࡞測定方法ࡀ望࡚ࢀࡲいࡿ㸬ࡢࡽࢀࡇ問題点を解

決ࡿࡍ手段ࣞࢸ࡚ࡋ࡜センࢡࢵࣜࢺග学系を用いたカࡢࢪ࣮ࣞࣂ簡易測定器を

提案ࡋ㸪そࡢ測定手㡰や測定ࡀ࣮ࢱ࣮࣓ࣛࣃ結果࡟与えࡿᙳ響࡝࡞を報告ࡿࡍ㸬 

1『野10 

～ 

1『野『0 

題  ྡ 䝅ョット䝢ー䝙ン䜾䛻䜘䜚形成さ䜜䜛残留応力の有限要素䝅䝭ュレー䝅ョン 

講演者 日ᮏ発条株式会社 ࡡࡤ生産ᮏ部 開発部 主査 丹後公一 

概  要 

解析ࡣたࡲい࡚㸪実験ࡘ࡟形成機構ࡢ圧縮ṧ留応力ࡿࡼ࡟ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ

ࡼ࡟ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ㸪ࡋ࡜࠿ࡽ機構を明ࡢࡇ㸬ࡿい࡚ࢀࡽࡳ試ࡀ解明ࡾࡼ࡟

㸪࡛ୖࡿࡵ条件を決ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ㸪ࡤࢀ࡞࡜能ྍࡀ予測ࡢṧ留応力分ᕸࡿ

᭷益࡛あ࡜ࡿ考えࡿࢀࡽ㸬そ࡛ࡇ㸪ᮏ研究࡛ࡣ㸪ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵン࡛ࢢ形成ࢀࡉ

ョンࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ᭷限要素ࡧࡼ࠾㸪実験࡟ࡵたࡿい࡚詳細を捉えࡘ࡟ṧ留応力ࡿ

を行い㸪得ࢀࡽたṧ留応力ࡢ測定࣭解析結果ࡘ࡟い࡚検討ࡋた㸬 

1『野『0 

～ 

1』野10 

題  ྡ 日ᮏࡡࡤ学会 㹖線応力測定法研究委員会ࡢ活動ෆ容ࡘ࡟い࡚ 

講演者 株式会社ࢡࣕࢪセࣝ  代表取締役社長  小木曽 

概  要 

日ᮏࡡࡤ学会࡛ࡣᖹ成「0ᖺ度1ࡽ࠿』機関ࡀ参加ࡋ㸪࡟ࡡࡤ特໬ࡋた㹖線ṧ留応

力測定法ࡢ標準໬を࡚ࡋࡊࡵ研究を行࡚ࡗいࡿ㸬各機関ࡀ現状ࡼࡢ࡝う࡞条件࡛

測定࡚ࡋい࢔࠿ࡿンࢺ࣮ࢣ結果を分析ࡋ㸪無ࡳࡎࡦ鉄粉ᮎ࡜㸪８沢５沢後ࡢᯈࡡࡤ㸪

コࡡࡤࣝ࢖を想定ࡋた直線ᮦ࢘ࣛࡢンࣅࣟࢻン測定を行ࡗた㸬௒後ࡡࡤ鋼ࡢ㹖線

的弾性定数を求ࡼࡵうࡾ࠾࡚ࡋ࡜㸪ᮏᖺ春ࡡࡤࡢ学会へࡢ中間報告を基࡟そࡢෆ

容をࣞࡿࡍ࣮ࣗࣅ㸬 

休    憩  。㸰㸮分) 



                                        

 
ྖ 会㸸日ᮏ発条株式会社  ࡡࡤ生産ᮏ部 開発部 部長 工学博士 丹ୗ ᙲ 

1』野」0 

～ 

16野00 

題  ྡ 
渦電流を用いた微粒子䝅ョット䝢ー䝙ン䜾誘起残留応力の非破壊評価 

䠉 周波数掃引渦電流法の提案 䠉 

講演者 神奈川県産業技術セン࣮ࢱ 機械࣭ᮦ料技術部 小島 隆 

概  要 

鋼ᮦ表面を微粒子ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵン࡜ࡿࡍࢢ表面ࡽ࠿数十μ対ࡢ範囲࡟ṧ留圧

縮応力ࡀ生ࡀࡿࡌ㸪そࡢ分ᕸ状態を渦電流࡚ࡗࡼ࡟簡易࡟非破壊検査ࡿࡍ方法を

提案ࡿࡍ㸬新た࡞方法ࡣ周波数掃引渦電流法࡜称ࡋ㸪ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ処理前

後࡛試料表面࡟コࣝ࢖を縦置࡚ࡋࡁそࡢ周波数応答特性を測定ࡋ㸪そࢀをࢱ࣮ࢹ

ࡢࡇ㸪࡚ࡋた結果を示ࡋ周波数特性を数値解析ࡢࣝ࢖㸪コ࡟ࡵ㸬始ࡿ用い࡚ࡋ࡜

方法ࡢ基ᮏ原理࡜性能を説明ࡿࡍ㸬次࡟㸪種々ࡢ鋼ᮦを試料࡚ࡋ࡟行ࡗた実証試

験ࡢ結果を示ࡋ㸪そࡢ実用性を考察ࡿࡍ㸬 

16野00 

～ 

16野」0 

題  ྡ 歯車の疲労強度䛻ᑐ䛩䜛残留応力の効果とその評価方法 

講演者 いࡍゞ自動車㈱ 車両審査実験部 工学博士 ᯇ井 勝幸 

概  要 

自動車用歯車ࢩ࡟ョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࡀࢢ採用ࢀࡉ始0「,ࡽ࠿࡚ࡵᖺ以ୖࡿ࡞࡟㸬

ࡿ࡞ࡽࡉ㸪ࢀࡉ広く認識ࡀ効果ࡢࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩࡿࡍᑐ࡟間㸪疲労強度ࡢࡇ

疲労強度向ୖをࡿ࠿ࡣたࡵ㸪ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ技術ࡢ開発ࡀ進࡚ࢀࡽࡵいࡿ㸬

ṧ留応ࡿࡍᑐ࡟ᙳ響㸪疲労限度ࡍཬぼ࡟疲労強度ࡢ㸪ṧ留応力分ᕸ形状ࡣ࡛ࡇࡇ

力ࡢ効果ࡢ定㔞的࡞試算例㸪そࡢ評価方法ࡧࡼ࠾管理方法ࡘ࡟い࡚概説ࡿࡍ㸬 

 

16野」0 

～ 

17野00 

 

題  ྡ 陽電子消滅䛻䜘䜛䝢ー䝙ン䜾後の部材䜂䛪み㻔転位㻕の非破壊検査法の提案 

講演者 東洋精鋼株式会社 代表取締役社長 工学博士 渡邊ྜྷ弘 

概  要 

陽電子消滅原理㸦空孔ࢀࡉࣉࢵࣛࢺ࡟た後消滅ࡿࡍ㸧を利用࡚ࡋ㸪ࢽ࣮ࣆンࢢ

後ࡢ部ᮦࡢ転఩㔞を࣮ࣛࣉࢵࢻ拡ࡾࡀ法並࡟ࡧᑑ命測定法㸦）８４方式㸧࡛ 測定ࡋ政

線回折を用い࡚測定ࢀࡉたṧ留応力分ᕸ࡜比較ࡋた㸬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⇝ョットピーニング⇝ンポ⇞ウム 
≋第 㻝㻝回⇝ョットピーニング国際会議発表論文≌ 

 
主 催 ： 䝅ョッ䝖䝢䞊䝙ン䜾技術協会 

協 賛 ： 。公社)自動車技術会䚸日本ば䛽学会 

日  時 ： ᖹ成䠎䠐ᖺ 㻝 月䠎䠒日 㻔木㻕 㻝㻟 㻦 㻜㻜 ～㻝８ 㻦 㻜㻜 

会  場 ： 明治大学 駿河台キ䝱ン䝟䝇 大学会館䠏階 第 㻝䞉第 㻞 会議室 
  

ྖ 会㸸いࡍゞ自動車。株) ᯇ井 勝幸 

 1」野00 挨 拶 ࢩョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ技術協会 会長  当舎勝次 

1」野0』 

～ 

1」野」0 

題  ྡ 
䝃ー䝣䜵䝇テ䜽䝇䝏ャ䛺䜙䜃䛻䝃ー䝣䜵䝇䜲ンテ䜾リテ䜱䛻及ぼ䛩䝅ョット䝢ー䝙ン䜾の
影響 

研究者 明治大学  当舎勝次 

概  要 

ࡼ࡟ࢀ㸪そࡋ変໬ࡀ諸特性ࡢ加工層࡟ࡧࡽ࡞加工面ࡾࡼ࡟ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ

ࢡࢸࢫ࢙ࣇ࣮ࢧ㸪ࡀࡿい࡚ࢀࡽく知ࡼࡣ࡜ࡇࡿࡍ発生ࡀ効果ࢢンࢽ࣮ࣆ࡞様々ࡾ

い場ྜ࡞い࡚ࢀࡉ理解࡟充分ࡣいう概念࡜࢕ࢸࣜࢢࢸン࢖ࢫ࢙ࣇ࣮ࢧやࣕࢳࢫ

࡞焦点を当࡚様々࡟測定値ࡢ࡝࡞分ᕸ㸪ṧ留応力ࡉ㸪硬ࡉ表面粗ࡣ௒回ࠋࡿあࡀ

問題点ࡘ࡟い࡚説明ࠋࡿࡍ 

1」野」0 

～ 

1『野00 

題  ྡ 䝅ョット䝢ー䝙ン䜾䛻䜘䜛䝎䜲䜹䝇ト金型の耐ヒート䝏䜵ッ䜽性改善 

研究者 新東工業。株) 大山忠信㸪小林祐次㸬  大ྠ࣮ࢱࢫ࣑࢔。株)໭川利博 

概  要 

本研究䛷䛿䚸䝎䜲䜹䝇䝖用金型䛾耐䝠䞊䝖䝏ェッ䜽性改善䜢目的䛸䛧，熱処理䛸䝅ョッ䝖

䝢䞊䝙ン䜾䛾適用䛻䛴い䛶検討䛧た䚹熱処理䛿窒化䜢選択䛧，䝅ョッ䝖䝢䞊䝙ン䜾䛿，

窒化䛻䜘䜚生成䛧た化合物層䜢除去䛧た後，残留応力付与䜢行う 「 段䝢䞊䝙ン䜾䛸䛧

た䚹実際䛾䝎䜲䜹䝇䝖製品䛻䜘䜚金型䛾損傷評価実験䜢行䛳た䛸こ䜝，窒化無䛧品䛚䜘

び，窒化品䛻対䛧䛶著䛧く耐䝠䞊䝖䝏ェッ䜽性䛜改善さ䜜䜛こ䛸䛜明䜙䛛䛸䛺䛳た䚹 

1『野00 

～ 

1『野」0 

題  ྡ 
キャࣅテーションࣆーニングにおけるキャࣅテーション噴流のノズル口径と 

噴射圧力の影響 

研究者 東໭大学大学院 祖山 均㸪㧗桑 脩㸪ෆ藤暁馬 

概  要 

キ䝱䝡䝔䞊䝅ョン䝢䞊䝙ン䜾䛷䛿，キ䝱䝡䝔䞊䝅ョン噴流䛻䜘䜚生䛨䜛キ䝱䝡䝔䞊䝅ョン

衝撃力䜢活用䛧䛶䛚䜚，噴流䛾ノ䝈䝹口径䛸噴射圧力䛻䜘䜚加工能力䛜著䛧く異䛺䜛䚹

噴射圧力䜢増大させ䛶䜒加工能力䛜増大䛧䛺いば䛛䜚䛷䛺く，低下䛩䜛場合䜒あ䜛䚹䝢

䞊䝙ン䜾効果䛸䛧䛶圧縮残留応力䛾大䛝さ䛸深さ䜢指標䛸䛧，キ䝱䝡䝔䞊䝅ョン䝢䞊䝙ン

䜾䛻最適䛺キ䝱䝡䝔䞊䝅ョン噴流䛾ノ䝈䝹口径䛸噴射圧力䛻䛴い䛶明䜙䛛䛻䛩䜛䚹 

1『野」0 

～ 

1』野00 

題  ྡ 䝅ョット䝢ー䝙ン䜾特性䛻及ぼ䛩機械的性質と残留䜸ー䝇テ䝘䜲トの影響 

研究者 新東工業。株)㎷俊哉㸪小林祐次㸬 大ྠ特Ṧ鋼。株)石倉亮ᖹ㸪井ୖ圭௓ 

概  要 

䝅ョッ䝖䝢䞊䝙ン䜾材䛾機械的性質䛻及䜌䛩残留䜸䞊䝇䝔䝘䜲䝖量䛾影響䜢検討䛩䜛

た䜑，炭素量䛚䜘び熱処理条件䜢変化させた鋼材䜢用い，䝅ョッ䝖䝢䞊䝙ン䜾前後䛾表

面粗さ䚸硬さ䚸残留応力䜢測定䛧た䚹そ䛾結果，䠄1䠅硬さ䛿，残留䜸䞊䝇䝔䝘䜲䝖変化量

䛾多い材料䛾方䛜加工誘起䝬䝹䝔ンサ䜲変態䛸加工硬化䛾重畳䛾た䜑，そ䛾増加量

䛜大䛝く䛺䜛䚹䠄「䠅残留応力䛿，残留䜸䞊䝇䝔䝘䜲䝖変化量䛜䜋䛸䜣䛹䛺い場合，最大

圧縮残留応力値䛿，0沢「％耐力䛾 60％程度䛷あ䛳た䛜，残留䜸䞊䝇䝔䝘䜲䝖変化量䛜

増加䛩䜛こ䛸䛻䜘䜚，0沢「％耐力䛻対䛩䜛最大圧縮残留応力値䛾比率䛿増加䛩䜛䚹 

休    憩  。㸯㸳分) 



ྖ 会㸸日産自動車。株) 鈴木 義཭ 

1』野1』 

～ 

1』野『』 

題  ྡ 䝢ッ䝏ン䜾ᑑ命䛻及ぼ䛩䝅ョット䝢ー䝙ン䜾䛻䜘䜛加工硬化と残留応力の影響 

研究者 大ྠ特Ṧ鋼。株) 石倉亮ᖹ㸪井ୖ圭௓㸪新東工業。株)㎷俊哉㸪小林祐次 

概  要 

ᮏ研究࡛ࡣ㸪ᮦ料成分ࢩࡧࡼ࠾ョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࢢ㸦８５㸧条件ࡢ組ྜࡏを変໬ࡉ

評価を行い㸪８５ࢢンࢳࢵࣆࡢを揃えた試験片ࡉ表面粗࡚ࡗࡼ࡟ࡆ㸪研磨仕ୖࡏ

く寄ࡁ大࡟向ୖࡢᑑ命ࢢンࢳࢵࣆࡀ向ୖࡢ圧縮ṧ留応力ࡧࡼ࠾ࡉ焼戻硬ࡿࡼ࡟

与࡜ࡇࡿࡍを明ࡋ࡟࠿ࡽたࡲࠋた㸪㧗 ８じ ࡟浸炭ᮦࡢ 1000－V 㸪1800２５Ｆࡉ硬ࡢ 以

－㸪８（７『「0ࡣたᮦ料ࡋ㧗圧縮ṧ留応力を付与ࡢୖ 浸炭ᮦࡾࡼ約 10 倍以ୖࡢᑑ命

向ୖを確認ࡋたࠋ 

1』野『』 

～ 

16野1』 

題  ྡ 破壊力学によるショットࣆーニング材の疲労強度推定 

研究者 日ᮏ発条。株) ࡡࡤ生産ᮏ部 工学博士 丹ୗ ᙲ 

概  要 

ョࢩࠊࡣࢀࡇࠋい࡞少ࡣ論文ࡿࡍ関࡟推定ࡢ᭷限ᑑ命ࡢᮦࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ

ᙳࡢや圧縮ṧ留応力分ᕸࡉࡁ大ࡢࢺンࢹ㸪ࡍཬぼ࡟疲労強度ࡢᮦࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵ

響をࡀ࡜ࡇࡿࡋ複雑࡛あࡿた࡛ࡵあࠋࡿᮏ研究࠾࡟い࡚ࡣ㸪ᮦ料強度や８５条件ࡢ

᭷限ᑑ命強度へࡢᙳ響を回転曲ࡆ疲労試験࡚ࡗࡼ࡟評価࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㸪破壊力学

 ࠋたࡋ疲労強度を解析ࡢ᭷限ᑑ命࡚ࡗࡼ࡟

 

16野1』 

～ 

16野『』 

 

題  ྡ 転動疲労強度に対する微粒子ショットࣆーニングの影響 

研究者 
新東工業。株)小林祐次, 後和大輔 ,杉浦英明㸬 

岡山大学大学院 關正憲, 放Ｆ寿ざ １Ｊじ 

概  要 

本研究䛷䛿，転動疲労強度䛻䛚け䜛微粒子䝅ョッ䝖䝢䞊䝙ン䜾䛾影響䜢調べ䜛目的

䛷，真空浸炭材䛻対䛧種々䛾条件䛷微粒子䝅ョッ䝖䜢行い，䝇䝷䝇䝖試験機䜢用い䛶転

動疲労強度䜢評価䛧た䚹そ䛾結果，転動疲労強度䛻対䛧䛶䚸表面粗さ䛾影響䛜大䛝い

こ䛸䛜明䜙䛛䛸䛺䛳た䚹 

16野『』 

～ 

17野1』 

題  ྡ 形状記憶合金䛻おけ䜛 㻞 方向性歪䛻及ぼ䛩冷却超音波䝢ー䝙ン䜾の影響 

研究者 
東洋精鋼。株) 渡邊ྜྷ弘㸪服部兼久  。株)ྜྷ見製作所  ྜྷ見幸春 

ྡྂ屋大学  池⏣忠繁ࠊ藤井栄治 

概  要 

ᮏ研究࡛ࡣ㸪ࢩࡎࡲョࢽ࣮ࣆࢺࢵンࡾࡼ࡟ࢢṧ留応力を付与ࡋた形状記憶ྜ金

ࡋを検討࠿う࡝࠿ࡘ機能を持ࢢンࣜࣉࢫࢫ࢔࢖ࣂࡢ࡚ࡋ࡜࣮ࢱ࣮࢚ࣗࢳࢡ࢔ࡀ

たࠋそࡢ結果を踏ࡲえ࡚㸪形状記憶ྜ金ࡿࡅ࠾࡟加工中ࢸ࣐ࣝࡢンࡢࢺ࢖ࢧ状態

を維持ࡿࡍた࡟ࡵ冷却超音波ࢽ࣮ࣆンࢢ加工装置を開発ࡋ実施ࡋたࠋそࡢ結果㸪

疲ࠊࢀࡉ確認ࡀ㸰方向性ࡿࡼ࡟圧縮ṧ留応力ࡿࡍ作用࡚ࡋ࡜ࢢンࣜࣉࢫࢫ࢔࢖ࣂ

労試験ࡢ結果㸪形状記憶ྜ金ࡢ耐久性ࢽ࣮ࣆࡀンࡾࡼ࡟ࢢ向ୖࡋたࠋ 

17野1』 

～ 

17野『』 

題  ྡ 
微粒子ࢽ࣮ࣆン࡚ࡗࡼ࡟ࢢ創成ࢀࡉた粒子埋ἐ傾斜組成ᮦ料ࡢ摩᧿摩耗特性

 効果ࡢ熱処理ࡍཬぼ࡟

研究者 㹇㹉㹉ࢩョࢺࢵ。株) 安藤正文   ྡ城大学 宇佐美初彦㸬 

概 要 

ᮏ研究࡛ࡣ㸪表面改質法࡛ࡘ࡜ࡦࡢあࡿ微粒子ࢽ࣮ࣆンࢢ処理࡚ࡗࡼ࡟硬質粒

子ࡀ埋ࡵ㎸ࢀࡲた傾斜組成ᮦ料表面ࡢ界面特性を制御ࡿࡍたࡵ熱処理を適用ࡋ㸪

そࡢ熱処理ࡿࡼ࡟ᙳ響を ８E２/E）政 や硬ࡉ分ᕸ࡛評価࡜ࡿࡍ共࡟㸪そࡢ効果を摩᧿

摩耗特性ࡘ࡟い࡚検討ࡋたࠋそࡢ結果㸪熱処理ࡢ適用ࡣ硬ୖࡢࡉ昇࡟ᙳ響ࡇࡿࡍ

た耐摩耗特性ࢀ㸪優ࡣい࡚࠾࡟摩᧿試験ࡾࡀ式転ࢺࢫࣛࢫた㸪ࡲࠋたࡋを確認࡜

を示ࡋたࠋ 



 技術協会ࢢンࢽ࣮ࣆࢺࢵョࢩ

鉄鋼ᮦ料ࡢ熱処理࡜表面硬໬࡟関ࡿࡍ講習会 

 
 

開催日時㸸 㻞㻜㻝㻞ᖺ㻝㻜᭶㻝㻢日㻔火㻕   㻝㻟㸸㻝㻡～㻝㻣㸸㻜㻜 
 

開催場所㸸 明治大学 駿河ྎ࢟ࣕン࢔ ࢫࣃカ࣮࣑ࢹコࣔン㸰階  

Ａ㸳࣭Ａ㸴会議室 
 
 
 ࣒ࣛࢢࣟࣉ

№ 時間帯 ࣒ࣛࢢࣟࣉ 概      要 担  当 

㻝 
㻝㻟㸸㻝㻡～ 

   㻝㻟㸸㻞㻜 
開会ࡢ挨拶  会長 当舎 勝次 

㻞 
㻝㻟㸸㻞㻜～ 

   㻝㻠㸸㻞㻜 

鉄鋼ᮦ料ࡢ熱処

理࡜表面硬໬法

 (基礎。Ϩࡢ

鉄鋼ᮦ料ࡢ熱処理࡜表面加工法ࡘ࡟

い࡚解説ࠋࡿࡍ位Ｊ没（系ࡢ相ᖹ衡や結晶

学ࡢ基礎ࡽ࠿解説を始ࡵ㸪各種熱処理

を施ࡋた際࡟生ࡿࡌ現象を原子ࣞベ

 㸬ࡿࡍ解説ࡽ࠿ࣝ

ᑐ࡟拡散熱処理ࡢ࡝࡞た㸪浸炭処理ࡲ

理解ࡽ࠿基礎ࡢ཯応を熱力学ࡶ࡚ࡋ

 㸬ࡿࡍ解説࡟うࡼࡿࡁ࡛

横浜国立大学 

大学院工学研究院 

准教授  

中尾 航 

㻟 
㻝㻠㸸㻞㻜～ 

   㻝㻠㸸㻟㻡 
休憩 

㻠 
㻝㻠㸸㻟㻡～ 

   㻝㻡㸸㻟㻡 

鉄鋼ᮦ料ࡢ熱処

理࡜表面硬໬法

 (基礎。ϩࡢ

㻡 
㻝㻡㸸㻟㻡～ 

   㻝㻡㸸㻡㻜 
休憩   

㻢 
㻝㻡㸸㻡㻜～ 

   㻝㻢㸸㻡㻜 

熱処理࡜表面硬

໬法ࡢ自動車部

品へࡢ応用例 

自動車部品࡟適用࡚ࢀࡉいࡿ熱処理㸪

表面硬໬法㸪ࡢࡽࢀࡇᮦ料特性ࡧࡼ࠾

疲労強度ࡘ࡟࡝࡞い࡚概説ࡿࡍ㸬 

いࡍゞ自動車㻔株㻕  

車両審査実験部  

    ᯇ井 勝幸 

㻣 
㻝㻢㸸㻡㻜～ 

   㻝㻣㸸㻜㻜 
全体質問㻛閉会  会長 当舎 勝次  

㻤 㻝㻣㸸㻜㻜～ 懇親会  
 

 


